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保　養
事　業

市
民
保
養
事
業
の
補
助
金
の
額
が

変
わ
り
ま
す
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●
市
民
保
養
事
業
と
は
�

市
民
の
皆
さ
ん

が
余
暇
を
有
効
に
活
用
し
た
り
、
家
族
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
た
り
す
る
た
め
の
保
養

旅
行
で
、
決
め
ら
れ
た
地
区
内
に
宿
泊
す

る
場
合
（
補
助
金
以
上
の
宿
泊
代
を
支
払

っ
た
場
合
）
に
、
一
年
度
間
（
４
月
〜
翌

年
３
月
）
に
３
泊
を
限
度
と
し
て
、
宿
泊

代
金
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

一
旅
程
に
つ
き
２
泊
を
限
度
と
し
、
宿
泊

日
３
日
前
ま
で
に
事
前
申
請
が
必
要
で
す

（
宿
泊
日
の
３
日
前
が
土
・
日
曜
日
や
祝

日
、
ま
た
は　

月　

日
か
ら
翌
年
の
１
月

１２

２９

３
日
ま
で
の
日
の
場
合
は
、
そ
の
直
前
の

休
日
で
な
い
日
が
申
請
書
の
提
出
期
限
に

な
り
ま
す
）。ま
た
、
安
城
市
外
の
旅
行
社

が
取
り
扱
う
旅
行
に
つ
い
て
は
補
助
の
対

象
外
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
商
工
課
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■
利
用
で
き
な
い
バ
ス
停

●
市
街
地
線　

御
幸
本
町
西
、
御
幸
本
町
、

Ｊ
Ｒ
安
城
駅
、
朝
日
町
西
、
朝
日
町
東
、

日
の
出
、
末
広
北

●
高
棚
線
�

御
幸
本
町
西
、
御
幸
本
町
、

Ｊ
Ｒ
安
城
駅

●
南
部
線
・
桜
井
線
�

朝
日
町
東
、
朝
日

町
西
、
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
、
御
幸
本
町
西

●
東
西
線　

朝
日
町
西

■
移
動
す
る
バ
ス
停

●
市
街
地
線
�

末
広

●
東
西
線
�

朝
日
町
東

※
時
刻
表
は
商
工
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

（h
ttp
://w

w
w
.c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.jp
/

ka
ku
ka
/s
h
o
ko
/b
u
s
/m
e
n
u
.h
tm
l

）

問
い
合
わ
せ
▼
商
工
課

盆踊り

ソ
レ
、
ソ
レ
、
ソ
ー
レ
！

夏
の
夜
は
盆
踊
り
へ
行
こ
う
！

■
納
涼
盆
踊
り
大
会
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●
と
き
�

８
月　

日�
・　

日�
午
後
７
時

１３

１４

●
と
こ
ろ
�

北
部
小
学
校
運
動
場
（
雨
天

の
場
合
は
、
同
校
体
育
館
）

■
市
民
盆
踊
り
の
集
い
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●
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時　

分
、

２８

３０

　

日�
午
後
６
時
（
雨
天
時
は
中
止
）　

２９●
と
こ
ろ　

市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド　

●
イ
ベ
ン
ト　
　

日�
盆
踊
り
コ
ン
テ
ス

２８

ト
、　

日�
抽
せ
ん
会　

２９問
い
合
わ
せ
▼
青
少
年
の
家

（�
〈　

〉３
４
３
２
）

７６

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

　

歳
以
上
の
人

１６●
内
容　

上
表
の
と
お
り
（
い
ず
れ
も
全

　

回
）　

※
雨
天
の
場
合
は
順
延
し
ま
す
。

１２●
申
し
込
み　

８
月　

日�
午
前
９
時
か

２２

ら
農
村
セ
ン
タ
ー
（
南
部
公
民
館
）
へ

※
午
前
９
時
の
時
点
で
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
せ
ん
。問

い
合
わ
せ
▼

農
村
セ
ン
タ
ー（
南
部
公
民
館
内
／

�
〈　

〉３
５
２
１
）

９２

問
い
合
わ
せ
▼
北
部
公
民
館

（�
〈　

〉３
７
５
１
）

９８

農村センターテニス教室

参加費定員と　き教室名

３５００円３３人

８月２６日～１１月
１８日の木曜日
午後７時３０分～
９時

硬式テニス
初級 
ナイター１
部

３５００円３３人

８月２５日～１１月
１０日の水曜日
午後７時３０分～
９時

硬式テニス
中級 
ナイター２
部

３０００円３３人

９月３日～１１月
２６日の金曜日
午前１０時～１１時
３０分

女性硬式
テニス

あんくる
バ　ス

七
夕
ま
つ
り
期
間
中
の
あ
ん
く
る
バ
ス

運
行
ル
ー
ト
を
一
部
変
更
し
ま
す

テニス
教　室

農
村
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室
を

開
催
し
ま
す

広報あんじょう　2004.8.1�

まつり

第　

回
サ
ル
ビ
ア
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

２２
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●
と
き
�

８
月　

日�
午
前　

時
〜
正
午

２８

１０

※
雨
天
の
場
合
は
８
月　

日�
２９

●
と
こ
ろ
�

サ
ル
ビ
ア
学
園

●
イ
ベ
ン
ト
�

和
太
鼓
演
奏
、
手
品
シ
ョ

ー
、
魚
つ
り
、
ふ
う
せ
ん
つ
り
ゲ
ー
ム
、

製
作
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
▼
サ
ル
ビ
ア
学
園

（�
〈　

〉２
６
６
１
）

９２
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●
募
集
人
員
�

１
人

●
勤
務
時
間
�

平
日
の
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
、
第
１
・
３
・
５
土
曜
日

１５

午
前
８
時　

分
〜
午
後
０
時　

分

３０

３０

●
賃
金
�

７
８
４
０
円
／
日

●
試
験
日
時
／
場
所
／
内
容
�

８
月　

日
２６

�
午
後
１
時　

分
／
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

３０

ー
／
面
接

●
申
し
込
み
�

写
真
を
つ
け
た
履
歴
書
と

資
格
証
明
書
の
写
し
を
持
っ
て
、
８
月
３

日�
〜　

日�
（
日
・
月
曜
日
を
除
く
）

２０

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
（
郵
送
の
場
合

は　

日
必
着
）
市
福
祉
事
業
団
総
務
課

２０
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
／
〒　
�
０
０

４４６

４
６
安
城
市
赤
松
町
大
北　
�
１
）
へ

７８

問
い
合
わ
せ
▼

市
福
祉
事
業
団
（
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
／�
〈　

〉７
８
８
８
）

７７
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■
児
童
扶
養
手
当

●
手
当
月
額　

表
１
の
所
得
未
満
の
人�

４
万
１
８
８
０
円　

表
２
の
所
得
未
満
の

人�
４
万
１
８
７
０
円
〜
９
８
８
０
円

※
所
得
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

２
人
目
加
算�
５
０
０
０
円　

３
人
目
以

降
加
算�
児
童
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

●
そ
の
他　

児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に

よ
り
、
平
成　

年
４
月
か
ら
、
支
給
開
始

２０

年
月
に
よ
っ
て
、
順
次
、
手
当
額
が
半
額

以
内
で
減
額
さ
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

県
・
市
遺
児
手
当
の
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

福　祉

■
愛
知
県
遺
児
手
当

●
手
当
月
額　

表
２
の
所
得
未
満
の
人�

児
童
１
人
に
つ
き
４
５
０
０
円

●
そ
の
他　

所
得
制
限
、
所
得
の
範
囲
・

計
算
方
法
は
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
て
い

ま
す

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

●
手
当
月
額　

表
３
の
所
得
未
満
の
人�

１
級
（
重
度
障
害
）
５
万
０
９
０
０
円
、

２
級
（
中
度
障
害
）
３
万
３
９
０
０
円

■
安
城
市
遺
児
手
当

●
手
当
月
額　

表
２
の
所
得
未
満
の
人�

児
童
１
人
に
つ
き
２
５
０
０
円

●
そ
の
他　

所
得
制
限
は
、
義
務
教
育
終

了
後
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
だ
け
に

適
用
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
児
童
課

表１　全部支給
所得限度額扶養親族数

２７万円０人
６５万円１人
１０３万円２人

表２　一部支給
所得限度額扶養親族数
２００万円０人
２３８万円１人
２７６万円２人

※別に生計を同じくする扶養
義務者（直系血族、兄弟姉妹）
の所得制限あり。

表３
所得限度額扶養親族数
４６７万６０００円０人
５０５万６０００円１人
５４３万６０００円２人

※別に配偶者、生計を同じく
する扶養義務者（直系血族、
兄弟姉妹）の所得制限あり。
※各表とも扶養親族が１人増
えるごとに３８万円を加算した
額が限度額となります。限度
額には社会保険料控除８万円
が加算されています。ほかに
も控除できるものがあります
ので、お尋ねください。

募　集

サ
ル
ビ
ア
学
園
で
勤
務
す
る
臨
時
保
育
士

を
募
集
し
ま
す
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●
と
き　

８
月　

日
２０

�
午
前
９

時　

分
〜

３０
正
午
（
受

け
付
け
は

９
時　

分
１５

か
ら
）

※
雨
天
時

は
、
雨
天

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ　

秋
葉
公
園　

※
集
合
場
所

は
、
秋
葉
い
こ
い
の
広
場
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
（�
〈　

〉７
１
４
８
）

７６

●
講
師　
 
日  
比  
野  
佐  
知  
子 
氏
（
ネ
イ
チ

ひ 

び 

の 

さ 

ち 

こ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

●
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

２０

●
持
ち
物　

バ
ン
ダ
ナ
、
帽
子
、
敷
物
、

筆
記
用
具　

※
観
察
ノ
ー
ト
は
市
で
用

意
し
ま
す
。
ま
た
、
各
自
、
虫
除
け
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月
３

日�
か
ら
電
話
で
環
境
課
へ

省エネ・省資源の主な取り組み
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毎
月
1
日
は
、省
エ
ネ
の
日
。8
月
1
日
は
、夏
の
省
エ
ネ
総
点
検
の
日
。

こ
の
夏
は
、各
家
庭
で
の
省
エ
ネ
・
省
資
源
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
？

環　境
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■
隊
員
に
な
る
と
？
�

①
市
か
ら
環
境
に
関
す
る
情
報
や
資
料
を

直
接
提
供
さ
れ
ま
す　

②
市
の
開
催
す
る

講
座
の
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す　

③
エ
コ

ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
が
配
布
さ
れ
ま
す
（
希
望

者
の
み
）

●
募
集
期
間
�

９
月　

日�
ま
で

３０

●
活
動
期
間
�

隊
員
と
な
っ
た
日
か
ら
可

能
な
限
り
（
地
球
環
境
が
よ
く
な
る
ま
で
）

●
申
し
込
み
�

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
環
境
課
へ　

※
用
紙
は
各
地
区
公
民
館
に
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
環
境
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
安
城
市
の
環
境
情
報
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
せ
▼
環
境
課
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ワンタッチでできる、地球への貢献ワンタッチでできる、地球への貢献

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」
で

　
　
　
　
　
　

親
子
環
境
教
室

広報あんじょう　2004.8.1�

�
　
「
は
い
！
並
ん
で
、
並
ん
で
」

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
環
境
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
に
４
人
の
青
年
を
派
遣
し
ま
す
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長
坂 
俊  
希 
（
学
生
／
福
釜
町
）

と
し 
き

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、

ど
ん
な
問
題
を
抱
え
て
い
て
、
ぼ
く
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
知
り
た
い
で
す
。

杉
浦 
仁  
美 
（
会
社
員
／
里
町
）

ひ
と 
み

　

日
本
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
異
文
化
を
肌
で

感
じ
、
多
く
の
も
の
を
吸
収
し
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
に

役
立
て
た
い
。

深
津 
由  
佳 
（
中
学
校
教
諭
／
根
崎
町
）

ゆ 

か

　

外
国
の
人
々
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
中
で
、
様
々
な
文
化
や
考
え

方
を
知
り
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
、
今
後

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

杉
浦 
儀  
一 
（
中
学
校
教
諭
／
桜
井
町
）

よ
し 
か
ず

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
環
境
保
全
活
動

で
体
験
し
た
こ
と
を
、
生
徒
に
生
き
た
言

葉
で
伝
え
る
と
と
も
に
、
自
分
の
国
際
的

視
野
を
広
げ
た
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
青
少
年
の
家

（�
〈　

〉３
４
３
２
）

７６

ボラン
ティア

　

電
車
に
乗
る
と
き
に
列
に
並
ば
な

い
で
電
車
が
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
き
た

と
た
ん
に
入
り
口
に
突
進
す
る
人
、

買
い
物
で
レ
ジ
の
順
番
を
待
っ
て
い

る
と
き
に
横
か
ら
手
を
出
し
て
他
人

よ
り
先
に
精
算
し
よ
う
と
す
る
人
、

数
か
所
の
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
に
対
し
て

一
列
で
並
ん
で
い
る
人
々
の
横
を
素

通
り
し
て
ひ
と
つ
の
扉
の
前
に
並
ん

で
し
ま
う
人
、
渋
滞
中
の
車
の
列
の

横
を
路
肩
や
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
を
走
っ

て
少
し
で
も
前
方
に
割
り
込
も
う
と

す
る
人
な
ど
、
順
番
が
待
て
な
い
人

を
多
く
見
か
け
ま
す
。
並
ん
で
順
番

を
守
る
こ
と
は
子
ど
も
で
も
わ
か
る

社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
す
。
誰

も
が
待
た
さ
れ
る
こ
と
は
好
き
で
は

な
い
は
ず
・・・・・・
。
だ
か
ら
、
自
分

さ
え
良
け
れ
ば
い
い
と
考
え
る
人
が

並
ん
で
い
る
列
に
割
り
込
ん
で
き
た

ら
、
口
論
と
な
っ
た
り
、
争
い
事
に

発
展
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

安
城
市
に
も
海
外
か
ら
の
お
客
様

が
た
く
さ
ん
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
先
の
「
地
球
環
境
米
米

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
も
、
た
く
さ
ん
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
も
、
た
く
さ
ん
の

外
国
人
が
安
城
市
に
や
っ
て
き
ま
し

外
国
人
が
安
城
市
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
人
た
ち
が
随
所

で
見
せ
る
し
ぐ
さ
が
と
て
も
紳
士
的

で
し
た
。
明
ら
か
に
自
分
が
先
に
並

ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

か
前
の
人
に
迫
り
先
へ
先
へ
と
進
も

う
と
す
る
日
本
人
に
、
あ
た
か
も
子

ど
も
に
そ
う
す
る
か
の
よ
う
に
、
順

番
を
譲
っ
て
く
れ
よ
う
と
し
た
の
で

す
。
そ
ん
な
と
き
外
国
人
な
ら
ば
順

番
を
守
り
列
の
後
ろ
に
並
び
ま
す
。

し
か
し
譲
ら
れ
た
人
は
、
こ
れ
幸
い

と
列
の
前
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
の
で

す
。

　

最
近
の
わ
た
し
た
ち
は
他
人
の
気

持
ち
を
思
い
や
る
余
裕
を
無
く
し
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
少

し
で
も
先
に
、
ひ
と
り
で
も
先
に
進

み
た
い
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
お

互
い
に
相
手
を
思
い
や
っ
て
、
相
手

の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
心
の
余

裕
を
持
ち
ま
せ
ん
か
。
我
先
に
・・・・

は
、
傍
ら
か
ら
見
る
と
と
て
も
醜
く

見
え
ま
す
。
慌
て
ず
に
一
呼
吸
置
い

て
心
を
落
ち
着
か
せ
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
子
ど
も
に
言
い
聞
か
せ
る
よ

う
に
、
自
分
に
向
か

う
に
、
自
分
に
向
か
っ
て
「
は
い
！

っ
て
「
は
い
！

並
ん
で
、
並
ん
で
」。

並
ん
で
、
並
ん
で
」。


